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 平成３０年度 事  業  計  画  書  

 

 

                      社会福祉法人  正 和 会  

 

１，法 人 運 営 計 画  

 

法人の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人の役員 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 この社会福祉法人（以下、「法人」という。）は、多様な福祉サービスがその利用者の意向

を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が個人の尊厳を保持し

つつ、心身ともに健やかに育成されるよう支援することを目的として、次の社会福祉事業を

行なう。 

第２種社会福祉事業 

 １ ひめゆり保育園の設置経営  

   東京都小平市天神町２-６-１ 

   産休明けの０歳児から２歳児までの乳児専門小規模保育園  （定員４０名） 

 

 2 てんじん保育園の設置経営  

   東京都小平市天神町２-１１-２６ 

   産休明の０歳児から就学前の５歳児までの保育園  （定員６０名） 

 

 

この法人には次の役員を置く。 

①  理 事  （６名） 

・河野 和昭、木村  肇、猿渡 泰志、吉冨  正敏、小畑 くるみ、河野 百合子 

②  監 事  （２名） 

・杉本 唯夫 、 佐伯  元行  

③ 評議員 （７名） 

   ・植野仁子、角野八重、河野史郎、清水経夫、竹内博行、野坂  亨、吉田  昭  

本年の定例理事会は４回開催する。 

平成３０年度は下記の理事会を開催予定である 

５月  前年度事業報告と決算についての理事会 

９月  補正予算および施設事業運営に関する理事会  

12月  補正予算および施設事業運営に関する理事会  

3月  次年度事業計画と事業予算に関する理事会  

その他、必要に応じて臨時理事会を開催する。 
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２，ひめゆり保育園事業運営計画 
 

保育の理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）園 児 の 処 遇 

 ア、園児クラス編成 

 

クラス名 うさぎ組 あひる組 きりん組 合 計 

定 員 １２名 １３名 １５名 ４０名 

現 員 １２名 １５名 １５名 ４２名 

 

     ※３０年度も小平市の待機児解消のために、１歳児を２名多く受け入れる。  

 

 保育の基本方針は「保育所保育指針」に依拠して、職員が保育に臨む基本姿勢にあっ

ては、子どもや家庭に対して分け隔てなく保育を行ない、人権を尊重しプライバシーを保護

する事を第一義とする。また、常に子どもの最善の幸福を願うために保護者からの意見や

要望があれば紳士に傾聴し、不明なところがあれば解りやすく説明をして、より良い保育の

ために努力研鑚することを基本とする。 

１，子どもの健康と安全を基本にして保護者の協力の下に家庭養育の補完を行う。 

２，子どもが健康安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、自己を十分に発揮し

ながら活動できるようにすることにより、健全な心身の発達を図る。 

３，豊かな人間性をもった子どもを育成する。 

４，乳幼児などの保育に関する要望や意見・相談に際しては、解りやすい用語で説明をし

て、公的施設としての社会的責任を果たす。 

 

 ひめゆり保育園は、児童福祉法に基づき「保育に欠ける」乳幼児の保育を行なうが、保育

にあたっては子どもの人権や主体性を尊重し、子どもの最善の幸福のために日夜、保護者

や地域社会と力を合わせ児童の福祉を積極的に増進し、あわせて地域における全ての子

育て家庭に対して育児・子育て支援を行なう。 

 なお、地元の福祉を積極的に進めるために職員は、豊かな愛情を持って接し、処遇向上

のため知識の修得と技術の向上に努める。また、子育て家庭支援のために常に社会性と

良識に磨きをかけ、相互に啓発するものである。 

 保育に際しては単に知識を授けるのではなく、実際の体験を通して知恵として蓄積してい

けるよう、様々な体験の場と機会を設けていく。 
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イ、健  康  管  理  

◇第二・第四・第五月曜日に嘱託医師による定期健康診断を実施する。 

 予防接種の実施状況を看護師が確認し接種漏れがないように確認し、接種率を高め

るよう努めていく。 

◇年２回（６月、１２月）に嘱託歯科医師による歯科検診を実施する。 

   その際に、むし虫歯予防に関する質問や相談を受け付けて嘱託歯科医に回答しても

らうなど、保護者の虫歯予防意識を高めていく。 

◇毎月１回（月初め）に身体測定（身長、体重）を実施し、その結果を保護者に『お

たより帳』によって知らせる。 

 

ウ、栄  養  管  理  

毎日の献立の中で栄養のバランスに留意し、子ども達の健康状態を把握しながら給食

を進めていく。特に離乳食では、離乳の進行に合わせて期ごとに保護者・栄養士・担

任保育士で「離乳食面談」を実施して家庭との連携のもと離乳を進めていく。 

また、食事の固さ・大きさなどの調理形態に留意して咀嚼や嚥下能力を確実に身につ

けていけるよう考え、取り組んでいく。 

 

エ、保  育  内  容  

保育課程に基づき年間保育計画、月間指導計画、日週案を立てて系統的、発展的保育

となるよう心掛ける。 

また指導計画の立案にあたっては個々人の発達段階をよく見極めて、担任・副園長・

主任でよく検討・吟味するとともに、その内容についてはカリキュラム会議や職員会

議を通じて全職員で共通理解をしていく。 

 

オ、安  全  管  理  

あらゆる事に優先して安全を一番に心掛け、『事故防止マニュアル』の徹底をはかる

とともに、常に全職員で周囲の安全に注意し点検を行なう。また事故防止の理念につ

いて機会あるごとによく話し合い、確認し合う。 

 

カ、子 育 て 支 援 事 業 

  ◆園 庭 開 放 … 毎週火曜日 午前10時00分～午後12時00分 

  ◆ひ ろ ば 事 業 

・わくわくひめゆり…５月～２月の第一金曜日 午前10時30分～午後12時00分 

 

  ◆育 児 相 談 … 面接相談、電話相談、Ｅメール相談 

   

 

キ、そ   の   他 

ひめゆりの保育理念である『体験に基づく保育』を実践し、子ども達により多くの体

験の場と機会を与える事ができるよう努めるとともに、子どもに自分で考える力を養
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うよう過保護や過干渉を排除する。また家庭との連携を密にとりながら、保育園の考

えを一方的に押し付けるのではなく、理解を求め協力し合って保育を進め『家庭の温

かさ、家庭以上の細やかさ』の保育園を目指す。 

 

 

 

（２）職 員 の 処 遇 

 ア、職  員  構  成  
   
    

 園   長   １名   長時間保育パート ８名  
    
    

 副 園 長   １名   土曜日保育パート ２名  
    
    

 主任保育士   １名 保 育 補 助    １名  
    
    

 保 育 士  １３名   嘱託医師    １名  
    
    

 栄 養 士   ３名   嘱託歯科医師  １名  
    
    

 看 護 師   １名     
    
  

 

 イ、健  康  管  理  

  乳幼児の健全育成のためには、まずこれにあたる者の健康が第一であるとともに、施  

設内での感染症予防のためにも、職員健康管理についても十分に留意していきたい。 

◇全ての職員に対して法定健康診断（身長・体重、尿検査、血圧、聴力、視力、肥 

満度、胸部Ｘ線）を行なう。 

◇35才以上の職員についてはこの他に血液検査と心電図の検査を含む生活活習慣病 

予防健診を行なう。 

   ◇35才以下の職員については、隔年で子宮がん健診及び乳ガン検査を行う。 

◇毎月１回の脹内細菌検査（大腸菌、サルモネラ菌、Ｏ－157）を行なう。 

（調理員、看護婦、および０歳児保育者のみ。その他の職員は年２回） 

   ◇高齢職員は、必要に応じて人間ドック等のその他定期検査を実施する。  

   ◇その他必要に応じて臨時健康診断を実施する。 

 

 

 



 ６  

 ウ、職  務  分  担  

 

  平成３０年度    職  務  分  担  表  

   

 園   長 河野 絹子   

 副 園 長 河野 寛和  保育事務、保育団体渉外  

 主任保育士 武本 桃子  保育主任、保育事務  

 保 育 士 秋山真里奈  う さ ぎ 組 担 任  

 〃 中道 優子        〃  

 〃 林  鮎美        〃  

 〃 未  定       〃  

 〃 岡田  唯   あ ひ る 組 担 任  

 〃 足立亜紗子        〃  

 〃 豊﨑 華那        〃  

 〃 小峯美亜紀        〃  

 〃 加藤  愛   き り ん 組 担 任  

 〃 柳 さやか       〃  

 〃 岡部いずみ       〃  

 〃 持山  栞 フ リ ー 保 育 士  

 〃 田井中 恵 〃  

 看 護 師 西﨑 晴香 児童健康管理、職員健康管理  

 栄 養 士 二ノ宮由紀 献立作成、栄養管理、給食調理  

 栄 養 士 大坪 友子       〃  

 栄 養 士 大久保亜希      〃  

パート保育士 小倉  恵 長時間保育パート保育士 

〃 和田 直子          〃 

 〃 原  秀美      〃  

 〃 樋口 幸子      〃  

 〃 山口 葉子      〃 

 〃 町田 美香      〃 

〃 板垣かおり      〃 

〃 山本 雅子      〃 

 〃 佐竹 直子  土曜日パート保育士  

 〃 野田 由紀       〃  

 嘱託医師 山本 光興  山本小児科医院々長  

 嘱託歯科医 河野 正清  河野歯科医院々長  

 

エ、職  員  会  議  

  毎月２回、全職員で揃って定期会議を行なう。（毎月第１・第３金曜日）  
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  そのうち、第１金曜日は児童の保育指導計画について中心に検討する『カリキュラム

会議』とする。 

  第３金曜日は保育行事や管理・運営に関する会議を行なう『職員会議』とする。 

  その他、必要に応じて随時、臨時に職員会議を行なう。 

  年間数回ずつ、各学年の担任と園長・副園長で保育打ち合わせ会を持つ。  

  日常の連絡事項や報告事項は、毎朝８時３０分より朝礼の会を持つ。  

 

オ、研  修  計  画  

東京都社会福祉協議会、東京都民間保育園協会、東京都福祉人材センター等の保育関

係団体の主催する各種研修会（施設長、主任保育士、保育士、調理員、看護婦研修等）

を中心に意欲的に参加し、資質と技術の向上に努める。 

全ての保育士に上級救命講習終了証及びおもちゃインストラクターを取得させる。 

 

カ、福  利  厚  生  

職員の親睦と互助の目的で『職員互助会』を設け、ここが職員の福利厚生事業を行な

う。その財源を確保するための事業として保育園における写真販売を実施し、その収

益をもって福利厚生事業を行なう。 

職員の中から代表者（厚生委員）を選出し、厚生委員を中心として主任との相談によ

り親睦旅行や各種レクリエーション等を行ない、積極的に職員相互の親睦を深める。 

また、施設としては福利厚生センターに加入し、職員の福利厚生の向上に努める。 

 

 

（３）保  護  者  会 

 ア、保護者会の編成とその役割 

ほとんどの家庭が両親とも常勤で働いており、時間的にも体力的にも保護者会を設け

て活動することが困難であるので、保護者の負担軽減のためにも敢えて保護者会は持

たないが、保護者より要望があればその時には検討する。 

 

 イ、保 護 者 啓 蒙 

年間３回ずつ行う各クラスの懇談会の機会を使って、育児に悩む保護者に「井戸端会

議」のような情報交換の場を提供していくとともに、有用な情報や最新の子育て情報

などは『ひめゆりだより・スタディ』を発行して保護者に伝えていくようにする。 

 

 ウ、保育参観、懇談会 

各保育室に設置したライブ・カメラを活用し、インターネットによって保護者がいつ

でも何処からでも保育の様子を参観できるようにしている。さらには、保育の様子を

デジタルカメラビデオで記録するなどして懇談会の際に保護者に見せる事により、保

育園での様子を知ってもらう努力をする。 
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（４）事  務  関  係 

 ア、会計事務、管理事務 

  副園長が日常の会計業務を行なうとともに、橋詰会計事務所に業務委託をして毎月の

会計のチェックを行なってもらう。 

また、労務管理に関しては古賀社会保険労務士に業務委託してこれを行なう。 

パソコンなどのＯＡ機器を活用して事務の合理化、効率化、簡素化に努める。 

 

 イ、児童処遇事務（保育、給食、健康管理等） 

保育については主任保育士が、給食については栄養士が、健康管理については看護婦

がそれぞれ中心になってこれにあたるが、こちらもコンピューター等を活用して効率

的に行えるよう環境を整える。また、保育事務(指導計画、保育日誌、児童票など)に

ついては保育総合ソフト『はぐくむ保育』の活用により効率的に行う。 

 

 

（５）施  設  関  係 

 ア、園 舎 の 補 修 

専門業者による園舎のチェックとメンテナンスを行なっていくとともに、安全のため

にも常に施設・設備の点検・検査に努め、異常箇所・危険箇所の発見と速やかな補修

を行なっていく。今年度は外壁の塗り替え工事を行なう予定である。 

 

（６）備  品  関  係 

 ア、備 品 購 入 予 定 

日常の保育材料、保育教材、保育遊具、事務用品、炊具食器等は各担当者よりの請求

により進めていく。また、痛みが進んだ備品や老朽化した備品は順次入れ替えを進め

て、常に「新鮮で新しい」環境作りに心掛けていく。 

 

 イ、固定資産物品購入予定 

今年度はうさぎ組、コアラルームのエアコン入替え工事を予定している。 

 

（７）災  害  対  策 

 ア、避  難  訓  練  

別紙『年間自衛消防訓練予定表』に基づき、毎月１回の避難誘導訓練と初期消火訓練

を行ない、職員・児童への防災教育を徹底する。 

また、東海地震警戒宣言の発令を想定した「引取り訓練」を行なって、園児の引取り

に要する時間の計測を行なう。 

 

 イ、防災設備の保守・点検 

防災計画書に基づいて自主点検を行なっていくとともに、池田防災設備店に委託して

各設備の定期点検(８月、２月)とメンテナンスを行なっていく。また、震災に対する
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備えとして『緊急地震速報』が受信できるシステムの構築を行なう。 

 ウ、防災用品の設置（非常用備蓄食品を含む） 

  備蓄計画に基づいて生活関連用品やサバイバル用品の備蓄を進める。  

非常用食料品３日分の備蓄を継続するとともに、内容や数量の点検と賞味期限の確認

を行ない、製造の古い物は常に入れ替えをしていく。 

また、都内遠方に通勤する保護者が多くなっているので、大災害被災時には多くの保

護者がなかなか迎えに来られない事態が予想されるので、備蓄計画も随時見直しを行

っていく。 

 

（７）地域との連携 

  地域の子育て家庭にたいしては、「よちよちひめゆり」「わくわくひめゆり」や園庭

開放といった事業を行なって、身近な相談相手となれるよう、積極的に育児支援をし

ていく。 

また、子育てに悩む親に対しては電話やメールなどのＩＴを活用して、保育相談や育

児相談を実施して子育て支援をしていく。 

  地域の集会や祭事等へは積極的に参加するとともに、必要とされた場合には可能な限

りの地域協力を行なっていく。 

  ホームページやSNS等のITツールも積極的に活用し保育園の様子を紹介していくこと

により、地域からの保育園理解の促進を図るとともに、福祉施設としての業務内容の

透明性を高めていく。 

   

 

３，てんじん保育園事業運営計画 
 

保育の理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

 

 

 

 

 

１，子どもの健康と安全を基本にして保護者の協力の下に家庭養育の補完を行う。 

２，子どもが健康安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、自己を十分に発揮し

ながら活動できるようにすることにより、健全な心身の発達を図る。 

３，豊かな人間性をもった子どもを育成する。 

４，乳幼児などの保育に関する要望や意見・相談に際しては、解りやすい用語で説明をし

て、公的施設としての社会的責任を果たす。 

 

 てんじん保育園は、児童福祉法に基づき「保育に欠ける」乳幼児の保育を行なうが保育

にあたっては子どもの人権や主体性を尊重し、子どもの最善の幸福のために日夜、保護者

や地域社会と力を合わせ児童の福祉を積極的に増進し、あわせて地域における全ての子

育て家庭に対して育児・子育て支援を行なう。 

  

 保育に際しては単に知識を授けるのではなく、実際の体験を通して知恵として蓄積してい

けるよう、様々な体験の場と機会を設けていく。 
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（１）園 児 の 処 遇 

 ア、園児クラス編成 

 

クラス名 
めだか組 

（０・１歳児） 

いるか組 

（２・３歳児） 

くじら組 

（４・５歳児） 
合 計 

定 員 １６名 ２２名 ２２名 ６０名 

現 員 １６名 ２２名 ２１名 ６２名 

 

    

イ、健  康  管  理  

◇第一月曜日に嘱託医師による定期健康診断を実施する。 

◇年２回（６月、１２月）に嘱託歯科医師による歯科検診を実施する。 

   その際に、むし虫歯予防に関する質問や相談を受け付けて嘱託歯科医に回答しても

らうなど、保護者の虫歯予防意識を高めていく。 

◇毎月１回（月初め）に身体測定（身長、体重）を実施し、その結果を保護者に知ら

せる。 

 

ウ、栄  養  管  理  

毎日の献立の中で栄養のバランスに留意し、子ども達の健康状態を把握しながら給食

を進めていく。特に離乳食では、離乳の進行に合わせて期ごとに保護者・栄養士・担

任で「離乳食面談」を実施して家庭との連携のもと離乳を進めていく。 

また、食事の固さ・大きさなどの調理形態に留意して咀嚼や嚥下能力を確実に身につ

けていけるよう考え、取り組んでいく。 

エ、保  育  内  容  

保育課程に基づき年間保育計画、月間指導計画、日週案を立てて系統的、発展的保育

となるよう心掛ける。 

また指導計画の立案にあたっては個々人の発達段階をよく見極めて、担任・副園長で

よく検討・吟味するとともに、その内容についてはカリキュラム会議や職員会議を通

じて全職員で共通理解をしていく。 

 

オ、安  全  管  理  

あらゆる事に優先して安全を一番に心掛け、『事故防止マニュアル』の徹底をはかる

とともに、常に全職員で周囲の安全に注意し点検を行なう。また事故防止の理念につ

いて機会あるごとによく話し合い、確認し合う。 

 

カ、そ   の   他 

てんじん保育園の保育理念である『体験に基づく保育』を実践し、子ども達により多

くの体験の場と機会を与える事ができるよう努めるとともに、子どもに自分で考える
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力を養うよう過保護や過干渉を排除する。また家庭との連携を密にとりながら、保育

園の考えを一方的に押し付けるのではなく、理解を求め協力し合って保育を進めてい

くとともに、学童期に向けた学習態度の基礎づくりをしていく。 

 

 

 

（２）職 員 の 処 遇 

 ア、職  員  構  成  
   
    

 園   長   １名   長時間保育パート ９名  
    
    

 主任保育士   １名   土曜日保育パート ２名  
    
    

 保 育 士  １２名   
    
    

 栄 養 士   ３名   嘱託医師    １名  
    
    

 看 護 師   １名   嘱託歯科医師  １名  
    
    

 保 育 補 助   ２名     
    
  

 

 

 イ、健  康  管  理  

  乳幼児の健全育成のためには、まずこれにあたる者の健康が第一であるとともに、施  

設内での感染症予防のためにも、職員健康管理についても十分に留意していきたい。 

◇全ての職員に対して法定健康診断（身長・体重、尿検査、血圧、聴力、視力、肥 

満度、胸部Ｘ線）を行なう。 

◇35才以上の職員についてはこの他に血液検査と心電図の検査を含む生活活習慣病 

予防健診を行なう。 

   ◇35才以下の職員については、隔年で子宮がん健診及び乳ガン検査を行う。 

◇毎月１回の脹内細菌検査（大腸菌、サルモネラ菌、Ｏ－157）を行なう。 

（調理員、看護婦、および０歳児保育者のみ。その他の職員は年２回） 

   ◇高齢職員は、必要に応じて人間ドック等のその他定期検査を実施する。  

   ◇その他必要に応じて臨時健康診断を実施する。 
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 ウ、職  務  分  担  

 

  平成３０年度    職  務  分  担  表  

   

 園   長 河野 和昭   

 主任保育士 中馬ユミ子  保育主任、保育事務  

 保 育 士 才田 恵美  め だ か 組 担 任  

 〃 上田 由衣        〃  

 〃 井ノ口真衣        〃  

 〃 松浦 采香       〃  

保育補助 完山 佳代 め だ か 組 補 助 

 保 育 士 河野 貴昭  い る か 組 担 任  

 〃 一戸由莉子        〃  

 〃 齋藤  恵        〃  

 保育補助  神田裕紀子  い る か 組 補 助  

 保 育 士 柳下  緑  く じ ら 組 担 任  

 〃 平田絵里子       〃  

 〃 有馬 真美   フ リ ー 保 育 士  

〃 木下 祐里      〃 

看 護 師 関口 由美 児童健康管理、職員健康管理 

 栄 養 士 畑山 麻由 献立作成、栄養管理、給食調理  

 栄 養 士 松園 桃子       〃  

 栄 養 士 滝田 知世      〃  

パート保育士 山田 明子 長時間保育パート保育士 

〃 佐滝久美子      〃 

 〃 稲垣 理恵      〃  

 〃 内野 孝子      〃  

 〃 久保田礼子      〃 

 〃 今井恵美子      〃 

〃 小笠原暁子      〃 

 〃 川畑まゆみ      〃 

 〃 潮田 明弥      〃 

 〃 村上 礼子  土曜日パート保育士  

 〃 守屋千佳世      〃  

     

 嘱託医師 山本 光興  山本小児科医院々長  

 嘱託歯科医 河野 正清  河野歯科医院々長  
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エ、職  員  会  議  

  毎月２回、全職員で揃って定期会議を行なう。（毎月第１・第３水曜日）  

  そのうち、第１水曜日は児童の保育指導計画について中心に検討する『カリキュラム

会議』とする。 

  第３水曜日は保育行事や管理・運営に関する会議を行なう『職員会議』とする。 

  その他、必要に応じて随時、臨時に職員会議を行なう。 

  年間数回ずつ、各学年の担任と園長・主任保育士で保育打ち合わせ会を持つ。 

  日常の連絡事項や報告事項は、毎朝８時３０分より朝礼の会を持つ。  

 

オ、研  修  計  画  

東京都社会福祉協議会、東京都民間保育園協会、東京都福祉人材センター等の保育関

係団体の主催する各種研修会（施設長、主任保育士、保育士、調理員、看護婦研修等）

を中心に意欲的に参加し、資質と技術の向上に努める。 

全ての保育士に上級救命講習終了証及びおもちゃインストラクターを取得させる。 

 

カ、福  利  厚  生  

職員の親睦と互助の目的で『職員互助会』を設け、ここが職員の福利厚生事業を行な

う。その財源を確保するための事業として保育園における写真販売を実施し、その収

益をもって福利厚生事業を行なう。 

職員の中から代表者（厚生委員）を選出し、厚生委員を中心として主任との相談によ

り親睦旅行や各種レクリエーション等を行ない、積極的に職員相互の親睦を深める。 

また、施設としては福利厚生センターに加入し、職員の福利厚生の向上に努める。 

 

（３）保  護  者  会 

 ア、保護者会の編成とその役割 

ほとんどの家庭が両親とも常勤で働いており、時間的にも体力的にも保護者会を設け

て活動することが困難であるので、保護者の負担軽減のためにも保護者会は持たない

が、保護者より要望があればその時には検討する。 

 イ、保 護 者 啓 蒙 

年間２回ずつ行う各クラスの懇談会の機会を使って、育児に悩む保護者に「井戸端会

議」のような情報交換の場を提供していくとともに、有用な情報や最新の子育て情報

などは『てんじんだより・スタディ』を発行して保護者に伝えていくようにする。 

 

 ウ、保育参観、懇談会 

各保育室に設置したライブ・カメラを活用し、インターネットによって保護者がいつ

でも何処からでも保育の様子を参観できるようにしている。さらには、保育の様子を

ビデオカメラで記録するなどして懇談会の際に保護者に見せる事により、保育園での

様子を知ってもらう努力をする。 
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（４）事  務  関  係 

 ア、会計事務、管理事務 

  園長が日常の会計業務を行なうとともに、橋詰会計事務所に業務委託をして毎月の会

計のチェックを行なってもらう。 

また、労務管理に関しては古賀社会保険労務士に業務委託してこれを行なう。 

パソコンなどのＯＡ機器を活用して事務の合理化、効率化、簡素化に努める。 

 

 イ、児童処遇事務（保育、給食、健康管理等） 

保育については主任保育士が、給食については栄養士が、健康管理については看護婦

がそれぞれ中心になってこれにあたるが、こちらもコンピューター等を活用して効率

的に行えるよう環境を整える。また、保育事務(指導計画、保育日誌、児童票など)に

ついては保育総合ソフト『はぐくむ保育』の活用により効率的に行う。 

 

 

（５）施  設  関  係 

 ア、園 舎 の 補 修 

専門業者による園舎のチェックとメンテナンスを行なっていくとともに、安全のため

にも常に施設・設備の点検・検査に努め、異常箇所・危険箇所の発見と速やかな補修

を行なっていく。 

 

 

（６）備  品  関  係 

 ア、備 品 購 入 予 定 

日常の保育材料、保育教材、保育遊具、事務用品、炊具食器等は各担当者よりの請求

により進めていく。また、今年度はヨーロッパの知育積木であるネフ社のリグノとネ

フスピールを購入予定している。 

 

 イ、固定資産物品購入予定 

今年度はＳＩＤＳ防止用ベビーセンサーと、ＡＥＤの購入などを予定している。 

 

 

（７）災  害  対  策 

別紙『年間自衛消防訓練予定表』に基づき、毎月１回の避難誘導訓練と初期消火訓練

を行ない、職員・児童への防災教育を徹底する。 

また、東海地震警戒宣言の発令を想定した「引取り訓練」を行なって、園児の引取り

に要する時間の計測を行なう。 
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（７）地域との連携 

  地域の子育てに悩む親に対しては電話やメールなどのＩＴを活用して、保育相談や育

児相談を実施して子育て支援をしていく。 

  地域の集会や祭事等へは積極的に参加するとともに、必要とされた場合には可能な限

りの地域協力を行なっていく。 

 

 

４，中 長 期 計 画 
平成27年度より「子ども・子育て真システム」がスタートしたが、小平市の待機児童

数はまだまだ多くなっている。今後の保育需要を考え、今後、小平市内の公立保育園

の民営化計画や新設の計画があった場合には、積極的にこれに参画して小平市の保育

行政に協力していくとともに、「小平市子ども・子育て審議会」に私立保育園の代表

として参画する事で、小平市の『保育計画』の策定や推進にも積極的に関与していく。 

またひめゆり保育園が建築から３５年を経過し、老朽化した箇所が目についてきた。 

そこで、2021年建替えを目指して計画・検討をしていく。 

 

 

５，会      計 
伝票の起票までは各施設長が行うが、入力及び合算、帳票作成についてはすべて橋詰

会計事務所に委託し、アウトソーシングを進める。 

 

 

６，添 付 書 類  

年間行事予定表、年間自衛消防訓練計画表、自衛消防組織編成表 


